
 

 

公益社団法人美濃市シルバー人材センター  

令和３年度事業報告 

 

 令和３年度も昨年に引続き新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、「新型コロナウイ

ルス等特別対策措置法」に基づく緊急事態宣言やまん延防止措置が発出されことなどから、

国内外の経済に大きな影響をもたらしました。 

 当センターでは、健康で就業意欲のある高齢者に長年培ってきた技術や経験を活かした

就労の場を提供することにより、高齢者の生活水準の維持や生きがいの充実を図っていま

す。また、就業やボランティア活動などの社会参加により、地域から信頼される魅力ある

シルバー人材センターを目指しています。 

センターの運営の根幹となる会員数は、人口減少・少子高齢化が進む中、企業等の雇用

延長や再雇用制度の延長等により、入会する会員が減少したことと、会員の平均年齢が７

５歳を超え、高齢、病気などによる退会が多くなり減少となっています。 

こうした中、会員拡大の取り組みとして、毎月の入会説明会のほか広報誌「シルバー美

濃」の全世帯配布、会員募集チラシの配布、市民参加の講習会の開催などを実施し、加入

促進を行いましたが、３月末の会員数は２６８名で、前年同期に比べ２２名の減少となり、

減少に歯止めをかけるには至りませんでした。 

令和３年度の事業実績につきましては、昨年度に引き続きコロナウイルス感染症の緊急

事態宣言等により休業及び時短営業などが大きく影響したことで、前年度と比較すると、

受託事業は受注件数で５０件の減、受注金額で３，９７１千円の減、就業延人員で５６４

人日の減となりました。 

一方、派遣事業は受注件数で１件の増、契約金額で５７３千円の減、就業延人員で３１

４人日の減となりました。 

結果、受託事業と派遣事業合わせた総受注金額は前年度を５％ほど下回る８，３２４万

円となりました。 

今後も、シルバー人材センターの基本理念である「自主・自立・共働・共助」の基、会

員の拡大、就業機会の拡大、適正就業の徹底、安全対策に取り組むとともに、会員・役職

員が一体となって事業運営に取り組んでまいります。 

以下、事業実績と経過については、次のとおりです。 

 

◎主な事業実績 

 受託事業 

項  目 令和２年度 令和３年度 対前年比較 

会 員 数 290 人 268 人   92.4％ 

受 注 件 数 2,280 件 2,230 件   97.8％ 

契 約 金 額 74,638,123 円 70,667,272 円     94.7％ 

就業延人員 16,605 人日 16,041 人日    96.6％ 

 ※受注件数は延べ件数 



 

派遣事業 

項  目 令和２年度 令和３年度 対前年比較 

会 員 数 60 人 61 人 101.7％ 

受 注 件 数 30 件 31 件 103.3％ 

契 約 金 額 13,146,209 円 12,573,638 円  95.6％ 

就業延人員 2,642 人日 2,328 人日  88.1％ 

 

◎事業実施結果 

 １．事業実績 

   別表（１）事業実績 

別表（２）職群別事業実績 

別表（３）年度別契約金額の推移 

  

２．会員の状況 

   別表（４）会員登録状況 

  

３．普及啓発活動 

    ・広報（機関）誌「シルバー美濃」の発刊 

年１回発行し、市内全世帯に配布すると共に、センター事業、会員の活動状況や

会員募集等の情報を発信しました。 

   ・市内の各世帯にチラシを配布すると共に、会員募集とシルバー人材センターの業

務の紹介に努めました。 

   ・長良川鉄道での車内広告の掲示 

    関市、美濃加茂市、郡上市、富加町の各シルバー人材センターと協力して鉄道車

両内にポスターを掲示し、会員募集とシルバー人材センターの業務の紹介に努め

ました。 

   ・「事務局だより」を毎月発行して、会員との情報交換に努めました。 

・毎月第３水曜日及び要望により３回の入会説明会を行いました。 

  

４．就業拡大と就業率の向上 

     チラシ、パンフレットを活用して就業機会の開拓やセンター事業のＰＲに努めま

した。 

   

５．講習会等の開催 

   ・剪定講習会 

日時：令和３年１１月１５日  

場所：美濃市図書館前庭園       １０人（市民参加３人） 

 

 



 

・高齢者交通安全教室 

日時：令和３年１２月１３日  

場所：美濃市シルバー人材センター   ２０人 

・清掃講習会（高齢者活躍人材確保育成事業技能講習） 

日時：令和３年１２月１４日  

場所：美濃市中央公民館        １４人（うち美濃市在住６人） 

 

６．安全対策 

   ・事故発生状況 

    《 傷 害 事 故 》 

年  度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 ３年度 

発 生 件 数 0 2 0 1 7 

就業中事故 0 2 0 1 7 

途 上 事 故 0 0 0 0 0 

     

《 賠 償 事 故 》  

年  度 29 年度 30 年度 元年度 ２年度 ３年度 

発 生 件 数 3 1 2 1 3 

 対   人 0 0 0 0 0 

対   物 3 1 2 1 3 

 

・令和３年度事故内容 

 <傷害> 

      作業中に転落による骨折                ２件 

      作業中に転倒による骨折                １件 

作業中に転倒による打撲                １件 

      作業中に犬に噛まれた・蜂に刺された          ２件 

熱中症                        １件 

 <対物> 

作業中飛び石により車の窓ガラス破損          ２件 

作業中飛び石により工場の窓ガラス破損         １件 

   ・県シ連・合同安全パトロール 

日時：令和３年１０月８日 

場所：市内２箇所 

 

７．長期就業の是正 

     適正就業の推進のため、会員の適正就業推進要綱に基づき、長期就業の是正に努

めました。 

   



 

 

８．シルバー派遣事業の実施 

   ・適正就業ガイドラインに基づき、請負及び委任契約の業務内容・就業形態をチエ

ックし事業実施の適正化に努めました。 

   ・１年以上の雇用見込みのある派遣会員に対し教育訓練（キャリアアップ措置）を

実施しました。 

   

 ９．独自事業 

会員の自主的な組織の「石鹸部会」と「焼きいも部会」が、道の駅などで「うだ

つ石鹸・石焼きいも・さつまいも」の販売を行うことによりシルバー人材センタ

ーのＰＲに努めました。 

    また、新たな取組として「にんにくの栽培」を始めました。 


